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会長就任あいさつ
会長　橘川　眞佐志

昨年 10月の臨時評議員会に於いて、河野太郎会長の後任に推挙されました。歴代
の会長は経済界、政界の有力者の方々ばかりであり、市井の私のようなものがその任
を全うできるか不安でいっぱいです。しかし、任に就いたからには理事、評議員の方々

を始め支えてくださっている多くの皆様の協力のもと協会を前に進めて行こうと思っています。
お陰様で、3年前に法人化しました協会の活動は順調に推移しております。国体・都道府県対抗
駅伝における上位入賞を目標にした強化策、次の神奈川を担うジュニア競技者への普及活動、費用
対効果を念頭に置いた透明性の高い財務の執行、協会の活動を多くの県民に関心をもっていただけ
るよう積極的な広報活動（この広報誌もその一環で今回 6号を発刊することになりました）が大
きな柱になると考えております。
すでに 2016 年の競技会は始まっております。今年度も小学生、中学生、大学生、実業団の各
カテゴリーの県外大会が多く開催されます。審判員のみならず、関係諸機関との連携のもと競技者、
観衆の皆様に満足していただける大会にしたいと願っています。競技会を開催するにあたっての課
題に競技場の借用があります。J1 の 3チームを抱えている本県は調整が難しいです。県内には多
くの競技場がありますが、アクセス、雨天時対策等を考えた場合使用したい競技場が限定されます。
さらに、2020 年を見据えて各所で競技場の改修が始まることです。これらの課題を解決していけ
るよう行政を始め管理している競技場関係者と意思疎通を密にしながら進めていきたいと考えて
います。
また、2020 年「東京オリンピック」を見据えた強化選手、審判員の育成にも力を注いで行かな
ければと考えています。すでに数名の若手競技者が陸連の候補に挙がっているようです。登録審判
員数で最も多い本県から優秀な審判員を送り出すことも念頭に置いて審判技術の向上に努めてい
かなければならないと考えています。
真摯に課題に向かえば自ずと知恵は湧いてくると信じて対処していきたいと思っています。

副会長就任にあたって
副会長　皆川　敏明

平成 27 年 11 月から副会長を務めさせていただいております。関係の皆様には、
日ごろから神奈川陸上競技協会の諸事業、運営に多大なご理解・ご協力を頂いており
ますことに感謝申し上げます。

神奈川は、ゴールデングランプリ、ジュニアオリンピック、日本選手権リレー、関東学生大学駅
伝など、毎年大きな大会の主管・運営協力をはじめ、主催である各種競技会、高体連や中体連の大
会など、数多くの競技運営に当たっています。また、県内には、日産スタジアム、三ツ沢、等々力、
相模原ギオン、平塚、城山、不入斗、大和など数多くの陸上競技場があり、各地で活発に競技会が
行われています。このようなことから、同時期に複数の競技場で競技会を開催するという状況が、
避けては通れないことも事実です。競技運営に携わる審判員の確保が、高齢化とともに大きな課題
となっているわけです。この課題の解決に向けては、すぐに対応できること、検討を要することな
どがありますが、私たち皆がそれぞれの立場で主体的に知恵を出し合い、工夫しながら、競技運営
に努めていく必要があると思います。
平成 28年度の競技会も既に始まっています。私たちは、「競技者、そして観客が安心できる競
技運営を目指す」という基本を再確認して、諸事業、運営を行ってまいります。どうぞよろしくお
願いいたします。
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◎平成28年度　栄章等表彰候補者
平成27年度　高校優秀指導者章

二宮　祥浩（県立相模原高校教諭　県陸協強化部員）
＜指導実績＞ 真原　健一 （平成2年　インターハイ　円盤投　2位）

平成27年度　中学優秀指導者章
関口　晶雄（横浜市立港南中学校教諭）

＜指導実績＞ 長村　佳子 （平成11年全日中　100mH　優勝）

平成27年度　高校優秀選手章
金井　　直（川崎市立橘高校）

平成27年インターハイ　110mH　優勝　13秒85

平成27年度　中学優秀選手章
イブラヒム貞哉（横浜市立永田中学校）

平成27年関東中学　　200m　優勝　21秒35（県中学新）
平成27年県中学通信　100m　優勝　10秒71（県中学新）

平成28年度　関東陸上競技協会感謝状
須藤　成臣（医師）
石塚　博幸（風力計測　主任）
藤井　邦彦（風力計測　副主任）

◎平成27年度（2015）国際大会日本代表選手（神奈川県出身）成績一覧
選　手　名 所　　　属 競　技　会　名 種　　目 成　　　　　績
谷口耕太郎 中央大学 第2回世界ﾘﾚｰ（ﾜｰﾙﾄﾞﾘﾚｰ）

6月 2日～3日（ﾊﾞﾊﾏ ･ ﾅｯｿｰ）
4× 100mR 38.20　（第4走）　3位

小林　直己 東海大学 4×400mR 3：06.38　（第1走）　予選6着
谷口耕太郎 中央大学

第21回ｱｼﾞｱ陸上選手権大会
6月3日～7日（中国・武漢）

200m 20.69（+1.0）　4位
古谷　拓夢 早稲田大学 110mH 14.15（-0.1）　予選落
高張　広海 日立ＩＴＣ 走高跳 2ｍ20　4位
長谷川大悟 日立ＩＴＣ 三段跳 16ｍ36（+0.1）　6位
山内　　愛 大坂成蹊大学 やり投 45ｍ00　10位

谷口耕太郎 中央大学

第28回ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ陸上競技大会
7月8日～12日（韓国・光州）

200m
4× 100mR

21.17（-2.5）　7位
39.08（第4走）　優勝

松永　大介 東洋大学 20kmW 1：22：06.　3位
上原明悠美 松山大学 ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 1：15：35.　3位
出水田眞紀 立教大学 ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 1：16：09.　4位
山内　　愛 大坂成蹊大学 やり投 50ｍ59　10位
松下　祐樹 ﾁｰﾑﾐｽﾞﾉ 第 2回日中韓3ヵ国交流大会

7月12日（日本・厚別）
400mH 50.11　2位

小林　直己 東海大学 4×400mR 3：04.85（第3走）　優勝
江島　雅紀 荏田高校

第9回世界ﾕｰｽ陸上競技大会
7月15日～19日（ｺﾛﾝﾋﾞｱ・ｶﾘ）

棒高跳 5ｍ00　6位
小林　慎弥 菅　高校 三段跳 14ｍ85（+0.4）　10位
青木　りん 相洋高校 400m 55.69　7位

松下　祐樹 ﾁｰﾑﾐｽﾞﾉ
第 15回世界陸上競技選手権大会
8月22日～30日（中国・北京）

400mH 予選　49.34　2位
準決勝　51.10　8位

谷口耕太郎 中央大学 4×100mR 38.60（第4走）　予選4位
小林　直己 東海大学 4×400mR 3：02.97（第3走）　予選7着

山崎　里菜 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 第 13回ｱｼﾞｱｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ選手権大会
2月29日（ﾊﾞｰﾚｰﾝ・ﾏﾅﾏ）

ｼﾆｱの部
女子8.6km 31：22.03　9位

出水田眞紀 立教大学 第20回世界大学
ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ選手権大会

3月12日（ｲﾀﾘｱ・ｶｯｼｰﾉ）

6.2km 22：01.　　3位　団体優勝
清水萌衣乃 東京農業大学 6.2km 22：00.　　2位　団体優勝
上原明悠美 松山大学 6.2km 22：41.　14位　団体優勝
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～～競技会の成績～～
◎ “日清食品カップ ”第 18回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会
平成27年12月 13日（日）　　万博記念公園内特設コース

日清食品カップ第18回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会に出場して
明神クラブ　副代表　髙見澤　哲

忘れもしない前回出場のチャンスをいただいた2011年。直前にあの大震災によって中止を余儀なくされました。
着ることができなかった真新しいジャンバーを前にし当時の選抜メンバーはどう思ったのか、その気持ちを思うと
切なくなった記憶が今も鮮明に残っています。
当時の明神クラブは6年生男子わずか2人、クラブ全体でも30名ほどだったと思います。あれから5年、再

び全国大会に参加させていただくチャンスをいただきました。当時と違い今の明神クラブは2015年度170名ま
で達し、どの種目においても選抜調整などの必要性が大会によっては出てきました。クラブ内で指定の記録会を何
度か行いメンバーを選出しました。
クラブ方針でもある楽しく陸上に従事することを念頭に子供達の気持ちを尊重し、選ばれた子供、選ばれなかっ

た子供の気持ちのケアは「全国」と名の付いた大会であるが故、私達指導者にとってもいつも以上に気を遣う部分
もあり大変に良い経験となりました。
結果は後ろから数えたら入賞でしたが、運も味方しましたがこのような機会をいただきました事、改めて御礼を

申し上げます。ありがとうございました。

○友好タイムトライアルレース（男子）　1.5km
　　5分51秒　　　山田　海斗
○友好タイムトライアルレース（女子）　1.5km
　　6分34秒　　　内田　莉緒
○一般参加タイムトライアルレース（男子）　1.5km
　　5分52秒　　　一寸木開陸
　　6分04秒　　　佐倉　理玖
○一般参加タイムトライアルレース（女子）　1.5km
　　6分19秒　　　松本　彩希
　　6分48秒　　　内田　奈緒

○クロスカントリーリレー　1.5km　×　6区間
区間 距　離 氏　　　名 所　　　　　属 区間記録 区間順位 通　算　記　録 通算順位
1 1.5km 田代　美玲 明神クラブ 5分55秒 44 5分 55秒 44
2 1.5km 石綿　大暉 明神クラブ 5分34秒 47 11分 29秒 48
3 1.5km 柏木　愛美 明神クラブ 6分16秒 47 17分 45秒 48
4 1.5km 磯口　創大 明神クラブ 5分30秒 35 23分 15秒 47
5 1.5km 熊谷　美月 明神クラブ 6分26秒 46 29分 41秒 46
6 1.5km 若林　　快 明神クラブ 5分57秒 49 35分 38秒 47

◎第34回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会
平成28年1月17日（日）　12時30分スタート
京都市西京極陸上競技場付設マラソン・コース　　9区間　　42,195km

神奈川県チーム区間記録及び総合成績　　総合第9位　　2時間17分52秒
区間 距　離 氏　　　名 所　　　　　属 区間記録 区間順位 通　算　記　録 通算順位
1 6.0km 森田　香織 パナソニック 19分32秒 12 19分 32秒 12
2 4.0km 佐藤　成葉 荏田高校　3年 12分 41秒 8 32分 13秒 5
3 3.0km 滑川　由紀 中川西中学校 2年 9分 42秒 15 41分 56秒 5
4 4.0km 清水　萌衣乃 東京農大　1年 13分 29秒 14 55分 25秒 11
5 4.1075km ﾘﾝｽﾞｨｰﾍﾚﾅ芽衣 金沢高校　1年 13分 25秒 7 1時間08分 50秒 8
6 4.0875km 鈴木　ひとみ パナソニック 13分08秒 8 1時間21分 58秒 7
7 4.0km 長濱　夕海香 三浦学苑高校 2年 12分 45秒 8 1時間34分 43秒 7
8 3.0km 西村　　明 久木中学校　3年 10分 39秒 31 1時間45分 22秒 9
9 10.0km 山崎　里菜 パナソニック 32分30秒 13 2時間17分 52秒 9

【上位入賞】
順　位 都道府県名 記　　　　録 備　　　考
優　勝 愛　　　知 2時間16分 02秒
2　位 兵　　　庫 2時間16分 22秒
3　位 群　　　馬 2時間16分 28秒
4　位 京　　　都 2時間16分 35秒
5　位 千　　　葉 2時間16分 59秒
6　位 東　　　京 2時間17分 25秒
7　位 福　　　岡 2時間17分 39秒
8　位 長　　　崎 2時間17分 47秒
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◎第21回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会
平成28年1月24日（日）　12時30分スタート
広島市平和記念公園出発・中国電力研修所折返し　　7区間　48km

神奈川県チーム区間記録及び総合成績　　総合第10位　　2時間22分12秒
区間 距　離 氏　　　名 所属 区間記録 区間順位 通算記録 通算順位 備考
1 7.0km 橋本　龍一 法政大学第二高校3年 20分21秒 15 20分21秒 15
2 3.0km 鈴木　海斗 泉中学校3年 9分01秒 20 29分22秒 11
3 8.5km 高谷　将弘 JR東日本 24分58秒 10 54分20秒 8
4 5.0km 大西　　彰 藤沢翔陵高校3年 15分09秒 35 1時間09分29秒 14
5 8.5km 二井　康介 藤沢翔陵高校3年 25分13秒 12 1時間34分42秒 14 県最高記録
6 3.0km 脇坂進之介 日野南中学校3年 9分05秒 16 1時間43分47秒 13
7 13.0km 梶原　有高 厚木市陸協 38分25秒 7 2時間22分12秒 10

【上位入賞】
順　位 都道府県名 記　　　　録
優　勝 愛　　　知 2時間20分 12秒
2　位 広　　　島 2時間20分 43秒
3　位 埼　　　玉 2時間20分 59秒
4　位 静　　　岡 2時間21分 03秒
5　位 長　　　野 2時間21分 09秒
6　位 福　　　島 2時間21分 17秒
7　位 群　　　馬 2時間21分 50秒
8　位 福　　　岡 2時間21分 50秒

◎第70回　市町村対抗「かながわ駅伝」競走大会
平成28年2月14日（日）　9時00分スタート
秦野市中央運動公園～県立相模湖公園　　7区間　51.8km

市対抗の部優勝　　　横　浜　市　　　2時間39分47秒（大会記録）
町村対抗の部優勝　　二　宮　町　　　2時間49分42秒（二連覇）

【上位入賞】
順　位 市町村名 記　　　　録 備　　考
優　勝 横　浜　市 2時間39分 47秒 大会記録
2　位 川　崎　市 2時間40分 40秒 大会記録
3　位 相 模 原 市 2時間41分 44秒 大会記録
4　位 藤　沢　市 2時間43分 38秒
5　位 小 田 原 市 2時間44分 35秒
6　位 平　塚　市 2時間45分 55秒
7　位 厚　木　市 2時間46分 14秒
8　位 茅 ヶ 崎 市 2時間46分 51秒

【区間賞】
区　間 距　離 氏　　　名 所　　　　属 記　　録 備　　考
1 3.1km 飯澤　千翔 伊勢原市（伊勢原中学） 9分17秒
2 10.0km 松枝　博輝 南足柄市（順天堂大学） 28分34秒 区間新記録
3 8.2km 小町　昌矢 相模原市（日本体育大学） 24分24秒 区間新記録
4 2.7km 佐藤　成葉 大和市（荏田高校） 8分24秒 区間新記録
5 7.2km 越川　堅太 横浜市（東京実業高校） 22分18秒
6 10.7km 橋本　龍一 川崎市（法政第二高校） 34分00秒
7 10.0km 濱野　優太 川崎市（専修大学） 30分44秒

～～トピックス～～
◎フィールド競技審判ならびに写真判定員研修会を開催
フィールド審判研修会を開催して（開催日　平成28年2月21日　平塚競技場　会議室、グラウンド）

跳躍審判員　　　南　　修
毎年、フィールド審判（投擲、跳躍）の研修会を開催する様になってから10年以上になりますが、年度の競技

会が終了した後、2月か3月にその年の競技会で発生した色々な問題点や審判技術の共通認識向上等を目的として
開催しています。また当然ルールの勉強も致します。御存知の様に神奈川で開催される大会は、小学生の大会から
国際大会までと幅広い大会を開催致しますので、それぞれの大会に対応する必要が有ります。特に国際大会のルー
ルと国内大会のルールで異なるところも有りますが、ミスは許されません。こうした点も踏まえて審判研修を行っ
ています。こうして毎年研修会を実施していますが、残念ながら参加者がある程度固定しており、新しい人の参加
が少ないことと、中学の先生方や高校の先生方の参加が極僅かと言う現実です。審判と言う観点から考えた場合、
神奈川県内で行われる全ての大会での審判レベルに違いが出ては、参加する選手が可哀そうです。2020年には東
京オリンピックが開催をされます。神奈川からもおそらく、何名かの方が審判業務に当たるかと思いますので、お
互いの審判技術向上のために、今後の参加を是非ともお願い致します。なお今年の審判方法等を国際基準で実施し
ましょうと、審判講習会で確認を致しました。
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◎　JAAF公認　ジュニアコーチ養成講習会を開催
JAAF公認ジュニアコーチ養成講習会を開催して

強化・普及委員会　普及部長　小出　敏之
平成27年 11月 21日・22日、11月 29日、12月 13日の 4日間、小田原市城山陸上競技場で、県内外

より約40名の受講者を迎え開催いたしました。
講師は、日本陸上競技連盟からと県の強化委員会の先生方や県陸陸上競技協会医師の須藤成臣先生等に、ご協力・

ご支援をいただき、有意義な講習会として終了することが出来、県内の公認ジュニアコーチの増員に貢献できまし
た。
私的な事項となりますが、私も受講者の最高年齢者（61歳）として受講いたしました。
講習内容としては、陸上競技全種目の実技や指導法とトレーニング理論・栄養学・スポーツ障害等、多岐に渡り、

50年近く陸上競技に関わってきた私にとっても、初めて知る事も多くあり、大変参考になり、今後の自己の指導
力の向上につながりました。
最後に、紙面にて失礼いたしますが、講師の先生方お忙しい中、指導していただきありがとうございました。

80周年をステップに更なる飛躍を ! 横須賀市陸上競技協会
昭和11年（1936年）に創立した横須賀市陸上競技協会は80周年を迎え、今年に入り記念事業を行いまし

た。3月5日の技術講習会は中・高校生を対象に、「リレー競技」として大学の指導者・競技者をお招きし、シー
ズンインに向けたトレーニングに活用できる充実した機会となりました。3月21日には「よこすか平安閣」で
箱根駅伝の常連校である中央学院大学の川崎勇二監督（法学部教授）に記念講演会をお願いし、中・高校生や協
会員・ご来賓が日常や競技に生かせるお話を聞くことができました。引き続いて行われた記念式典では、横須賀
市、横須賀市議会、横須賀市体育協会よりご祝辞をいただき、国際競技会で活躍した10名の横須賀市出身の方
に「競技者功労賞」をお渡ししました。祝賀会も100名を超える皆さんと和やかに過ごせた良いひとときでした。
6月下旬に完成予定の記念誌は、県内の郡市陸協にもお渡しできればと思います。
齋藤幸次会長の下、本協会は中・高体連とも密接に連携して事業を進めています。昭和47年（1972年）に

完成の不入斗公園陸上競技場（第3種公認）では昨年70回を数えた横須賀市選手権をはじめ市民大会、春季
及び秋季記録会に加え、冬季に3回の長距離記録会をグランプリシリーズと銘打って競技会を開いています。よ
り円滑な競技運営を目指し、本部席やスタンドの改善等を横須賀市にお願いしているところです。道路競走では
11月によこすかシーサイドマラソンを公益社団法人横須賀青年会議所と、1月は三浦半島県下駅伝競走大会を
市と共に主催し、市民駅伝の主管や日産カップ追浜チャンピオンシップという車いすレースにも協力しています。
普及・強化の面では横須賀陸上リトル・ジュニアスクールの運営、中学生対象の強化合宿および冬季講習会に

力を注いでいます。
これからも楽しい活動をする中で安全に配慮し、青少年の健全育成、競技力の向上や生涯スポーツの振興に努

めたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 （文責　理事長　荒川）

◎郡市陸協だより（第３回）

※次回の「郡市陸協だより」は逗子市陸上競技協会にお願いします。
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